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６ 附属施設等 

 

（15）附属小学校 

ア 設置の趣旨（目的）及び組織 

ⅰ） 教員養成系大学の附属小学校として，公立学校と同じく，文部科学省の定める学習指導要領に則っ

て義務教育を行う。 

ⅱ） 上越教育大学の改革構想を踏まえ，教育の新しい理論や方法について大学と連携して実証的な研究

を行う。 

ⅲ） 上越教育大学の学生及び大学院生の教育実習を指導し，次代を担う教育者の育成に努める。 

ⅳ） 附属小学校の主体的立場から研究主題を設定して，教育活動に関する各種の研究を行い，地域の教

育現場にその成果を提供する。 

ⅴ） 教育誌「教育創造」を発刊し，附属小学校教員をはじめ県内外の教員の研究発表の場とする。 

ⅵ） 附属小学校職員は，校長，副校長，教頭，主幹教諭，指導教諭，教諭 13 人，養護教諭，栄養教諭，

講師 2 名，通級指導教室担当講師により構成される。 

ⅶ） 教育目標「生き生きとした子ども」 

イ 運営・活動の状況 

ⅰ） 子どもの学びに着眼した教育課程開発の推進 

生き生きとした子どもの学びの姿をとらえ，以下の取組等により，自分をつくり未来を拓く子ども

が育つ教育課程開発を進めた。 

ａ 教員一人一人が「子どもの『問い』が立ちあがる教育活動」という視点から教育実践を積み重ね，

その取組状況を実践レポート等に整理した。 

ｂ 組織的，計画的に授業研究を実施し，外部評価を取り入れながら，実践者の考えを多様な観点から

検討し，評価を行った。 

ｃ 大学教員には共同研究者として，理論面での整理の仕方，授業展開の在り方等について指導を受け，

教育課程の評価・改善を行った。 

ｄ 子どもの日々の記録，調査活動のまとめ，作文，作品等を分析・集積しながらその変容をとらえ，

継続的な指導に生かした。 

ｅ 令和元年 11 月 22 日に研究会を開催し，研究の一端を広く学校関係者に紹介するとともに，様々な

意見や考えをもとに研究の深化を図った。 

ⅱ） 共通理解に基づく生徒指導体制の確立と保護者との協力体制づくり 

子どもの姿を見つめ，その実態をとらえながら，機を逸しないように支援・指導していくことが生

徒指導の基本であるとの認識に立って，情報交換を密にして全校体制で取り組んだ。とりわけ，未然

防止的な指導に力を入れ，早めの情報収集と意見交換を行った。 

ａ 「みんなで楽しみをつくろうとする子ども」をめざし，異学年交流活動の充実を図った。また，気

になる子どもへの支援を充実するため，定期的な支援会議を開き，児童理解に努めた。 

ｂ 子ども一人一人の結び付きを深めさせるために，縦割班による清掃活動，集会活動，サークル活動，

行事の運営などの充実に取り組んだ。 

ｃ 保護者との連携協力を推進するため，学年・学級懇談会や個別懇談の機会を生かしながら，保護者

の課題意識を引き出し，学校全体の意見や考えとして教育力の向上に努めた。 

ⅲ） 体験的な活動にかかわる家庭や地域の人々への協力依頼 
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子どもは体験を通して様々な人・もの・ことと出会い，自らの学びをつくりひろげながら，学ぶ喜

びを実感した。こうした体験を中核にした教育活動を展開するために，次のことに取り組んだ。 

ａ 年度当初に各学級担任が年間の活動の流れ，対象への具体的な関わり方を提示し，保護者と協働し

て活動に取り組んだ。 

ｂ 関係諸施設への訪問等，地域の施設やサークルに依頼し，子どもの活動が広がる仕組みを整えた。 

ｃ PTA が主催する体験事業を例年のように計画し，親子環境整備活動等により保護者との連携を密に

した。 

ⅳ） 学生の受入れ 

令和元年７月に本学協定校である台湾国立嘉義大学の学生５人，９月に同じく協定校である豪州ウ

エストミンスター校の学生 25 名の学校参観・児童との交流活動を受け入れた。日本の教育現場での参

観・体験等を通し，日本の教育の理解を深め，相互交流としての児童生徒への教育に役立てることを

目的として授業参観や施設見学の場を提供した。 

ⅴ） 教育誌「教育創造」の発行 

「新時代をつくる子どもを育む」を特集テーマにし，大学教員の論文，附属小学校の主張や実践例，

県内はもとより広く全国の小・中学校の実践等をもとにして編集・発行した。 

ⅵ） 学校評議員会の開催 

学校評議員会を，令和元年７月３日に開催し，「子どもの安全・安心を守る」をテーマに，不審者

や災害に対する対策，交通安全，熱中症などの現状，子どもの安全・安心を守るためにそれぞれの立

場で協力できることを協議していただいた。 

ウ 優れた点及び今後の検討課題等 

ⅰ） 教育課程開発に関わる優れた点及び課題 

各担任が作成する「年間活動構想」による実践が確実に実施され，実践を通して教育課程の改善が

継続的に行われている。今後も単元開発を継続し，特色ある教育課程編成やその改善に努めていく。 

ⅱ） 生徒指導体制の確立に関わる優れた点及び課題 

校内では，いじめや心に悩みをかかえた子どもの早期発見のために，電話や連絡帳を中心に保護者

との情報交換を行い，連携した取組を進めた。また，「生活アンケート」の実施，学校スクールカウ

ンセラーによる相談やカウンセリング，定期的に子どもに関する情報交換の機会を設定など，職員の

共通理解を図って対応した。通級指導教室（ポプラルーム）の開設に伴い，特別支援コーディネータ

ーを中心として，特別支援教育の校内委員会も定期的に開催した。 

校外では，附属幼稚園，附属中学校はもとより，上越市すこやかなくらし包括支援センター，上越

児童相談所との連携を強化し，様々な事例に関係機関と連携しながら対応することができた。 

ⅲ） 危機管理（家庭，地域との連携強化等）に関わる優れた点及び課題 

緊急時の一斉配信メールや学校ホームページへの連絡表示等の再点検を行い，迅速で確実な連絡体

制を整えた。また近年食物アレルギー（アナフィラキシーショック）による事故が問題となっている

ことから，専門医を講師に招聘し，食物アレルギー対応研修を実施した。 

ＰＴＡ有志による「Ｏ-ネット見守り隊」が結成され，子どもの登下校の安全確保，犯罪への抑止力

ととなり，学校職員と連携した安全指導を行っている。 

今後も，子どもの安全を守る体制のより一層の充実と意識の高揚を図っていくことが課題である。 

ⅳ） 定員充足に向けた取組の優れた点及び課題 

入学児童について，平成 29 年度から２年連続で 70 人の定員を下回った。そこで，ホームページへ
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の掲載時期を早めたり，報道機関に広く情報提供したりした結果，２年連続で定員を充足，今年度は

定員を大きく上回る受検者を迎えることができた。他学年においても今年度末には，欠員募集を実施

し３人を合格とした。（新年度スタート時の児童数；406 人【定員 420 人】１年 71 人，２年 68 人，

３年 65 人，４年 63 人，５年 70 人，６年 69 人【学年定員 70 人】）。  

ⅴ） 通級指導教室（ポプラルーム）開設に向けた取組の優れた点及び課題 

全国附属学校として初の通級指導教室開設となった。児童や保護者の受け止めは良好であり，在籍

も最大 15 名と，教育的ニーズの高さが伺えた。また，児童への支援はもとより，保護者の相談など，

ポプラルームの適切な支援・運営により，子どもの成長はもとより保護者の心の安定もポプラルーム

開設の成果としてあげられる。外部へ附属小の存在意義を伝える意味でも好事例として示すことがで

きると考えている。今後も，校内で通級利用者への偏見等が起こらないように児童はもとより保護者

に対しても啓発活動を同時進行で行っていく必要がある。 


